
項目

1 件名

2 場所

3 履行期限

4 修繕内容

5 履行前・履行後提出物等

6 図面

7 金抜き設計書 なし

8 その他注意事項

9 担当

10 注意事項

様式８　　　　　　　　　　　　　　修繕仕様書

門真市立砂子みなみこども園空調設備更新修繕

場所（門真市立砂子みなみこども園）
住所（門真市千石西町10番８号）

令和8年11月30日

別添内容の室外機交換修繕

担当課記入項目

・履行にあたっては日本国の各種関連法令を遵守しなければならない。 
・個人情報等を取扱う場合においては、個人情報の保護に関する法律（平成15年法
律第57号）その他の個人情報保護に関する関係法令及び別記「個人情報等取扱特記
事項」を遵守しなければならない。
・履行後の検査に合格しないときは、直ちに補正を行い、本市の再検査を受けなけ
ればならない。
・支払条件は特段の定めがある場合を除いて完了払とし上記検査完了後に発注者の
指定する請求書により契約料金の支払を請求するものとする。
・受注者の責に帰する事由により履行期限までに完了することができない場合にお
いて、発注者が履行期限後に完了する見込があると認めたときは、違約金を付して
履行期限を延長することができる。
・入札行為及び契約締結行為の途中並びに契約履行時に、参加資格の要件を欠く事
由が生じた場合は、必要な措置を講じるものとする。
・業務の処理に関し生じた損害（第三者に及ぼした損害を含む。）のために必要と
なった経費は、受注者が負担するものとする。ただし、その損害の発生が発注者の
責に帰する事由による場合においては、この限りではない。

こども部保育幼稚園課保育幼稚園グループ
担当者　　：西原
直通番号　：06-6902-6714
FAX 　　　：06-6902-0656
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　：chi03@city.kadoma.osaka.jp

修繕日程は園と相談して決めること。

あり

あり（別添仕様書のとおり）



門真市立砂子みなみこども園 空調設備更新修繕仕様書 

 

１．履行場所、委託期間 

 履行場所 門真市千石西町10番８号（門真市立砂子みなみこども園） 

 委託期間 契約締結日から令和８年11月30日まで 

 

２． 一般事項 

本工事は既設ビル用マルチ空調設備の室外機の更新とし、既設冷媒配管及び

既設室内機を再利用する改修とする。 

施工にあたっては、既設系統の運転履歴、冷媒配管内部状態、通信制御整合

性、集中制御接続状態等を十分調査のうえ施工を行うものとする。 

また、施工者は更新対象機器と既設再利用機器との完全互換性を確認し、メー

カー技術資料及び適合判定資料を提出すること。なお、メーカー現地立会調整

を行うものとする。 

 

３．更新対象機器 

既設機器： 

・PA-P450UP4 

・16 馬力 

・三相 200V 

更新後機器： 

・既設同等品以上 

ただし既設再利用室内機との完全互換性を有し、メーカー適合判定書を提

出可能な機種とする。 

 

４．冷媒配管再利用条件 

既設冷媒配管再利用に際しては以下を実施すること。 

・窒素加圧気密試験 

・真空乾燥試験 

・酸化スケール確認 

・既設ロウ付部漏洩確認 

・配管肉厚確認 

・冷媒配管接続部増締確認 

・断熱材劣化確認 

必要に応じ、フラッシング、分岐管更新、断熱更新を行うこと。 

 



 

５．制御調整 

施工者は以下を実施可能な技術者を配置すること。 

・室内外通信アドレス設定 

・冷媒系統認識設定 

・容量制御設定 

・試運転データ解析 

・異常履歴解析 

・集中制御通信確認 

・室内外機通信波形確認 

またメーカーサービス資格者または同等技能者を常駐させること。 

 

６．電源設備確認 

施工前に以下を確認すること。 

・漏電遮断器要領 

・短絡容量 

・接地抵抗 

・幹線容量 

・起動電流確認 

必要に応じ電源系統改善を行うこと。 

 

７．室外機防振架台・搬入・撤去 

既設室外機基礎施工時に於いて以下を確認する事 

・防振架台更新する事（架台メーカーの推奨品とする） 

・アンカー位置確認 

・更新に伴う固定アンカーは新規ケミカルアンカーとする 

・新規アンカー施工部は、アンカー根元を変性シリコン系シーリング材にて

止水処理し周囲をウレタン塗膜防水により既設同等以上に補修する事、必

要に応じて補強クロスを増し張りし、トップコート仕上げとする。 

・アンカー引き抜き強度試験を行う事 

・既存アンカー位置変更する場合、旧孔の防水処理を行う事。 

止水処理は、変性シリコン＋ウレタ防水増し塗り仕上げとする（亀裂大き

い場合は必要に応じエポキシ系注入材＋変性シリコン＋ウレタン防水仕上

げとする） 

・もし基礎を欠損し亀裂、及び防水層切断部した場合は、原状回復に努める       

  こと。 

・重量差確認 



・基礎クラック確認 

・防水状態確認 

・搬出に関して既設機引抜、新設吊込み、隣接機干渉に充分考慮すること。 

また室外機搬入搬出に際しては楊重計画を作成し安全対策を充分に講じる  

こと。 

 

８．再利用室内機整備 

再利用する室内機について以下を実施すること。 

・必要に応じ消耗部品交換も考慮すること。 

 

９．試運転調整 

以下を測定し記録提出すること。 

・吸込温度 

・吐出温度 

・運転データ記録 

試運転完了後、異常履歴確認及び長時間運転確認を実施すること。 

 

10．提出書類 

以下を提出すること。 

・施工計画書 （楊重計画書共） 

・メーカー適合判定書 

・試運転成績書 

・フロン回収証明書 

・冷媒充填量記録 

・真空乾燥記録 

・気密試験記録 

・産業廃棄物処理証明書 

・施工前・施工中・施工後写真 

 

11．技術者要件 

施工者は以下のいずれかの要件を満たすこと。 

・メーカー技術講習修了者 

・ビル用マルチ更新工事実績 

・既設配管流用工事実績 

 

 

以上 


